
この動画の内容

目的

日本国内の「博士論文」についての概要、探し方、利用方法
について知る。

内容
１．博士論文の概要

歴史、博士取得の方法、国立国会図書館における収集

２．博士論文の検索・利用方法
国立国会図書館およびその他の機関における検索方法、閲覧方法、複写方法

３．博士論文について調べる情報源
要旨集、日本博士録など

１．博士論文の概要



博士論文とは？

学位の一つである「博士」を取得するために提出。

自身の研究成果を報告し、学位授与機関（大学等）による

審査を受けた上で取得できる。

現在の博士取得方法は2通り

大学院の博士課程に所属して取得➡ 課程博士・甲博士

大学等に博士論文を提出して取得➡ 論文博士・乙博士

独立行政法人大学改革支援・学位授与機構を含む

学位制度の歴史
年 成立した制度 名称例 特徴

明治20年
（1887年）

学位令 工学博士
5種類の博士（後に9種類）と、大博士（1898年廃止）。
試験に合格または文部大臣への申請により取得。

大正9年
（1920年）

学位令
（旧学位令は
廃止）

工学博士 14種類の博士。博士を得るための「論文の提出」を明記。

昭和28年
（1953年）

学位規則 工学博士
17種類の博士。さらに「修士」が加わる。
博士取得には論文提出が必要なのは変わらず。

平成3年
（1991年）

学位規則
（改正）

博士(工学)
学位の種類は撤廃され、大学が分野を定めてよいことに。
さらに「学士」が加わる。

→以降、博士についての制度は大きく変わらず。
学位については、平成15（2003）年に「専門職学位」が、平成17（2005）年に「短期大学士」が加わる。

平成25（2013）年には、博士論文の公表はインターネットを通じて行うことが原則となる。



博士論文の収集と公表①

冊子体中心の収集が行われた。

冊子体の博士論文は現在、関西館に保管され、原則閲覧可能。

～昭和10（1935）年まで（国立国会図書館による収集以前）

文部省が冊子体を収集・保管。

大学は文部省に直接、冊子体の博士論文を送付。

文部省→帝国図書館（国立国会図書館の前身）へ博士論文が移管される。
ただし、移管されたのは大正１２（1923）年9月以降の博士論文（それ以前は関東大震災により消失）

以降、国立国会図書館が博士論文を網羅的に収集している。

昭和10（1935）年

～平成25（2013）年3月まで

博士論文の収集と公表②

博
士
論
文
提
出

各大学等のホームページ（機関リポジトリ）
にて公表された論文を、国立国会図書館が

機械的に収集
※収集条件を満たす必要あり

論文データの直接送付

冊子体の論文を直接送付

国立国会図書館デジタ
ルコレクションで公開
（公開範囲は資料による）

関西館で保管

冊子体の博士論文も順次デジタル化を進めている。
デジタル化されたものは国立国会図書館デジタルコレクションに収録される。
→デジタル化された年代や点数等は、国立国会図書館デジタルコレクションのＨＰにて公開

現在の収集ルート(詳細は国立国会図書館ＨＰ「国内博士論文の収集」を参照のこと)

https://dl.ndl.go.jp/ja/intro.html#idx4-1-4


国立国会図書館の収集と公開状況のまとめ

送付時期 形態 保管 公開

～大正12（1923）年8月
文部省保管時、関東大震災により消失したため、
国立国会図書館では原則所蔵せず。

大正12（1923）年9月
～平成元（1989）年

冊子体 関西館
東京本館・関西館で
閲覧可能

平成2（1990）年
～平成12（2000）年

デジタル
（国立国会図書館により
冊子体からデジタル化）

デジタル
(原本は関西館にて保存。原則
利用不可)

国立国会図書館
デジタルコレクション
にて閲覧可能

平成13（2001）年
～平成24（2012）年

冊子体 関西館
東京本館・関西館で
閲覧可能

平成25（2013）年
～現在

原則デジタル
（一部冊子体あり）

デジタル
（冊子体は関西館にて保存）

国立国会図書館
デジタルコレクション
にて閲覧可能
（冊子体は東京本館・関西館
で閲覧可能）

（令和２(2020)年9月現在）

２．博士論文の検索・利用方法



２－１．国立国会図書館所蔵の博士論文

・冊子体
・デジタル資料
いずれも検索可能

国立国会図書館所蔵の博士論文の探し方



①検索対象を博士論文に限定する

国立国会図書館所蔵の博士論文の探し方

・学位授与年
・出版年
両方を対象に検索

分野の名称
「医学博士」「博士(医学)」など

①検索対象を博士論文に限定する

国立国会図書館所蔵の博士論文の探し方



②報告番号で検索する

国立国会図書館所蔵の博士論文の探し方

②報告番号で検索する

国立国会図書館所蔵の博士論文の探し方

報告番号（博士論文）



甲第XXXX号

②報告番号で検索する

国立国会図書館所蔵の博士論文の探し方

国立国会図書館における閲覧

所蔵検索により、以下のどちらであるかを確認。

① 冊子体

② デジタル資料



国立国会図書館における閲覧

①冊子体の場合

関西館での閲覧

事前の申込みは不要。来館日当日に閲覧可。

全て書庫に保管されているため、関西館内の端末により書庫出

納の手続きをすることで、閲覧することができる。

(館外貸出は不可)

※「利用制限」と書かれた資料は別途お問い合わせが必要。

国立国会図書館における閲覧

①冊子体の場合

東京本館での閲覧

関西館から取り寄せることで閲覧可能。

事前の申込みが必要。(来館またはインターネット)

事前申込みから最短で、来館の場合は３開館日後、インター
ネットの場合は６開館日後に閲覧可。

詳しくは→国立国会図書館ＨＰ 東京本館 > 資料の取寄せ

なお冊子体の博士論文は、公共図書館や大学図書館に資料を取り寄せる
「図書館間貸出」の対象外。



国立国会図書館における閲覧

②デジタル資料の場合

デジタル資料の博士論文は国立国会図書館デジタルコレクション
に収録されている。

ＮＤＬオンラインにて

こちらに「公開範囲」が書かれている



②デジタル資料の場合

資料によって「公開範囲」(閲覧できる場所)が異なる。

インターネット公開

著作権者の許諾を得た上でインターネット上に公開。
自宅での閲覧や印刷が可能。
(「論文要旨」のみの公開や、副論文や参考論文は未公開
の場合あり)

図書館送信資料
「図書館向けデジタル化資料送信サービス」に加盟してい
る図書館内の端末であれば、閲覧が可能。
参加館一覧はデジタルコレクションのホームページに掲載。

国立国会図書館内限定 東京本館、関西館、国際子ども図書館でのみ閲覧が可能。

国立国会図書館における閲覧

国立国会図書館における複写

博士論文＝一つの著作物。著作権法による保護の対象。

図書館における複写は著作権法その他法規に基づき行う。

通常は「論文の半分まで」
(主論文以外の「副論文」や「参考論文」が収録されている場合は、それぞれ
の論文の半分まで)



国立国会図書館における複写

１ 来館複写

関西館または東京本館にて閲覧時に複写可能。

２ 遠隔複写

指定の博士論文の希望ページをコピーし、郵送により送付。

申込方法：インターネット、郵送、近隣の図書館経由のいずれか

詳細は

国立国会図書館ＨＰ> 複写サービス > 遠隔複写サービス

のページを参照。

著作権法上認められた範囲を超えての複写を希望する場合

→著作権者の許諾をとった上で、「特別複写」という手続きをとる。

２－２．その他の大学等所蔵の博士論文



国立国会図書館以外の所蔵を探す場合

その学位を授与した大学等において保管、公開

されているかを確認する。

近年は、「機関リポジトリ」に、博士論文のＰＤＦ等が収録され、

閲覧できるようにしていることもある。

① CiNii Dissertations（https://ci.nii.ac.jp/d/）

国内の学術機関のリポジトリで公開されている博士論文、国立国会
図書館が所蔵する博士論文を、一元的に検索できる。

その他の所蔵場所・公開場所の探し方



② IRDB（https://irdb.nii.ac.jp/）

国内の学術機関リポジトリに登録されたコンテンツ（博士論文、
学術雑誌論文、研究報告書等）のメタデータを検索できる。

その他の所蔵場所・公開場所の探し方

② IRDB

doctoral thesis

その他の所蔵場所・公開場所の探し方



冊子体の博士論文の所蔵確認は、各大学等のホームページの蔵書
検索等によっても可能であることが多い。

（見つからない場合は直接問い合わせる）

③ 各大学等の所蔵検索・機関リポジトリ

博士論文の閲覧・利用方法については、

それぞれの大学等に直接問い合わせる。

その他の所蔵場所・公開場所の探し方

それでも見つからない場合には？

・著者名で、図書や雑誌記事を検索する。

→同じ（近い）内容の論文が見つかる可能性がある。

・雑誌に論文を発表→博士論文として提出
・博士論文として提出→改めて本として出版
というケースがあるため。



３．博士論文について調べる情報源

情報源

①要旨集…論文の概要・審査結果

②目録…古い年代の博士取得者を一覧

例）『大日本博士録』、『日本博士録』など



・博士論文の内容要旨+審査結果の要旨

・発行元の大学等の図書館および、国立国会図書館で所蔵。
(主に東京本館にて所蔵)

平成25（2013）年以降はインターネットによる公表が原則に
なったため、各大学のＨＰや機関リポジトリに掲載されている
ことが多い。

※タイトルは発行元によって異なる。

① 要旨集

情報源

学位論文 抄録

機関名（大学名など）

情報源

① 要旨集



・明治21（1888）年～昭和4（1929）年に学位授与された博士に
ついて調べられる。

・出生、学歴、業績の他、趣味嗜好、家族、現住所、電話番号などの
記述あり。一部の博士については、肖像と自署も掲載。

・第1巻：法学・薬学、第2～4巻：医学、第5巻：工学
各巻ごとに収録年代が異なる。

・各巻に著者の索引表あり。
（欧文ページはアルファベット順、和文ページはイロハ順）

インターネット公開資料

➁ 目録：『大日本博士録』全5巻（発展社，1921-1930）

情報源

・明治21（1888）年～昭和37（1962）年に学位授与された博士の
博士論文を調べられる。

・氏名、出身学校、授与年月日、本籍（都道府県）、主論文名
が調べられる。

・各巻ごとに収録年代が異なる。
第9巻は学位の種類ごとの人名総索引（五十音順）

➁ 目録：『日本博士録』全9巻（日本図書センター,1985）

情報源



情報源

まとめ

• 博士論文は国立国会図書館が大正12（1923）年9月以降の分を
網羅的に収集・保存している。

• 冊子体、デジタル資料のどちらかで提供している。年代によって
異なる。

• 所蔵の有無は「国立国会図書館オンライン」で検索できる。

• 冊子体は関西館で保管している。東京本館に取寄せも可能。
デジタル資料は資料によって公開範囲、閲覧可能な場所が異なる。



問い合わせ先

資料の内容を確認する必要のあるお問い合わせ

図書館を通じてのお問い合わせにより対応。
個人の方はお近くの図書館へご相談ください。

ご視聴ありがとうございました。


